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 多くの住民が参加し、

 井手について語り合いました。
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井
手
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

　
６
月
３
日
（
日
）、
井
手
町
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
で
「
知
事

と
町
長
と
和
ぃ
和
ぃ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
０
０
人
程
度
を
予
定
し
て
い

た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
約
１
５
０

人
が
井
手
町
に
つ
い
て
語
ろ
う
と

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

の
複
線
化
、
地
域
で
頑
張
っ
て
い

る
住
民
団
体
へ
の
財
政
的
な
支
援

や
府
内
で
活
動
し
て
い
る
各
団
体

間
の
情
報
交
換
・
交
流
な
ど
の
要

望
や
、
４
市
町
合
併
に
つ
い
て
の

質
問
が
飛
び
出
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
山
田
知
事
は
「
奈

良
線
の
複
線
化
に
つ
い
て
は
、
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
山
陰
線
の
複

線
化
の
後
、
近
畿
大
環
状
構
想
と

し
て
奈
良
県
に
も
働
き
か
け
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
地
域

で
頑
張
っ
て
い
る
住
民
団
体
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
、
未
来
づ
く
り

交
付
金
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
説
明
。

　
ま
た
４
市
町
の
合
併
に
つ
い
て

汐
見
町
長
は
「
さ
き
に
開
催
さ
れ

た
第
５
回
任
意
協
議
会
で
、
合
併

後
の
基
本
構
想
案
・
新
都
市
基
本

構
想
案
を
決
め
た
。
今
後
は
、
８

月
頃
に
住
民
意
向
調
査
を
行
い
、

う
ま
く
進
ん
だ
場
合
、
平
成
　
年
２１

　
月
か
　
年
３
月
頃
に
な
る
の
で

１２

２２

は
な
い
か
」
と
説
明
。

　
最
後
に
、
汐
見
町
長
は
「
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

が
、
町
の
将
来
の
た
め
議
会
、
住

民
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
」
と
、
山
田
知
事
も

「
活
発
な
意
見
を
い
た
だ
き
勇
気

づ
け
ら
れ
た
。
井
手
町
が
置
か
れ

て
い
る
条
件
を
一
つ
ひ
と
つ
克
服

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
本
当
の

ま
ち
づ
く
り
が
出
来
る
も
の
だ
と

思
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

質問に答える汐見町長 発言に答える山田知事

募集人数を超える参加者でいっぱいの会場

井手町について思いを語る参加者

　
住
民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
井
手
町
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
古
川
好
男
会
長
）

が
実
施
し
て
い
る
「
歩
い
て
日
本

縦
断
！
」
を
歩
き
抜
い
た
人
た
ち

に
贈
ら
れ
る
「
完
歩
賞
」
の
受
賞

式
が
６
月
７
日
（
木
）、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
完
歩
賞
は
、
日
本
を
縦
断

す
る
国
道
（
　
路
線
＝
５
，
４
０

１３

２
㎞
）
と
、
新
幹
線
の
営
業
路
線

（
７
路
線
＝
２
，
３
６
７
㎞
）
に
相

当
す
る
距
離
を
完
全
走
破
し
た
人

に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
こ
の
日
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
国

道
の
部
を
完
歩
さ
れ
た
今
西
章
憲

さ
ん
で
、
古
川
会
長
か
ら
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
西
さ
ん
の
挑
戦
は
、
平
成
　１７

年
１
月
１
日
か
ら
始
ま
り
、
平
成

　
年
４
月
５
日
に
達
成
さ
れ
ま
し

１９た
。

　
６
月
８
日
（
金
）、
集
中
豪
雨
や

台
風
に
よ
る
出
水
に
備
え
、
町
内

の
災
害
危
険
箇
所
（
危
険
度
Ｂ
ラ

ン
ク
８
ヶ
所
）
を
調
査
す
る
井
手

町
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
万
が
一

の
災
害
発
生
に
備
え
て
あ
ら
か
じ

め
危
険
箇
所
の
現
状
を
調
査
し
、

そ
の
予
防
策
や
発
生
時
の
復
旧
方

法
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に
毎
年

こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
ま
す
。

　
当
日
は
、
汐
見
町
長
を
は
じ

め
、
府
山
城
広
域
振
興
局
、
府
山

城
北
土
木
事
務
所
、
府
田
辺
警
察

署
、
町
消
防
団
、
京
田
辺
市
消
防

署
井
手
分
署
な
ど
関
係
各
機
関
か

ら
約
　
人
が
参
加
し
、
渋
川
上

２５

流
、
砕
石
跡
地
、
平
山
地
区
の
民

家
裏
の
急
傾
斜
地
な
ど
を
調
査
し

ま
し
た
。

 千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

    ５
，４
０
２
㎞
を
完
歩記念品を受け取る今西さん（右）

  防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

危険箇所を調査する一同



2007-7広報いで１１３

優
勝
目
指
し
て

　
　
た
だ
い
ま
猛
訓
練
中

　
長
年
、
入
学
式
や
卒
業
式
、
合

唱
祭
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
多
く

の
生
徒
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
同

中
学
校
の
体
育
館
が
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

　
同
体
育
館
は
、
こ
れ
ま
で
、
改

修
を
重
ね
な
が
ら
　
年
間
使
用
し

４６

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
全
面
的

に
建
て
替
え
を
行
い
ま
す
。

　
新
し
い
体
育
館
は
、
現
在
の
体

育
館
を
取
り
壊
し
、
同
じ
場
所
に

建
設
さ
れ
ま
す
。

　
工
事
概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
２
階
建
て
で
、
延
床
面
積

１
，
５
１
４
・
　
㎡
。
１
階
部
分

０４

は
１
，
２
０
６
・
　
㎡
で
、
ア
リ

６８

ー
ナ
が
９
０
３
・
　
㎡
、
ス
テ
ー

５５

ジ
が
　
・
　
㎡
、
そ
の
ほ
か
に
器

７０

９６

具
庫
・
事
務
室
・
ト
イ
レ
な
ど
。
２

階
部
分
は
３
０
７
・
　
㎡
で
、
格

３６

技
室
１
０
０
・
　
㎡
の
ほ
か
、
ミ

５３

ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
や
更
衣
室
を

完
備
。

　
な
お
、
完
成
は
、
来
年
の
春
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
井
手
町
消
防
団
（
綱
田
貞
二
団

長
）
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
訓
練
が
、
新
四

郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い

小型ポンプ操法の訓練に取り組む団員ポンプ車操法の訓練に取り組む団員

泉
ヶ
丘
中
学
校
の
体
育
館

が
新
し
く

ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
７
月
　
日
（
日
）

２９

に
京
田
辺
市
の
培
良
中
学
校
で
開

催
さ
れ
る
第
　
回
京
都
府
消
防
協

１９

会
綴
喜
支
部
消
防
操
法
大
会
に
向

け
て
、
６
月
４
日
か
ら
毎
週
月
・

水
・
金
の
３
回
、
午
後
８
時
か
ら

約
２
時
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
訓

練
で
は
、
出
場
選
手
が
消
防
指
導

員
か
ら
操
法
の
手
順
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
優
勝
め
ざ
し

て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
訓
練
期
間
中
は
、
消
防

団
幹
部
に
よ
る
町
内
防
火
啓
発
パ

レ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
出
場
部
・
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

▽
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
１
分
団
第
４
部

　
　（
上
井
手
区
＝
中
坊
学
部
長
）

　
指
揮
者
・
福
田
督

　
１
番
員
・
寺
島
雄
一

　
２
番
員
・
柴
田
護

　
３
番
員
・
中
坊
彰
秀

▽
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
２
分
団
第
４
部

　
　（
北
部
区
＝
大
西
史
浩
部
長
）

　
指
揮
者
・
篠
田
繁
彦

　
１
番
員
・
山
口
誉

　
２
番
員
・
中
野
義
之

　
３
番
員
・
横
田
秀
史

　
４
番
員
・
奥
田
耕
大

井手分署を出発する広報車

新しくできる体育館の完成予想図



2007-7 広報いで ４

▼

　5月31日（木）、井手町美しいまち
づくり推進協議会（大西政彦会長）は、
『花いっぱい運動』の一環として町内
10ヶ所に夏の草花「マリーゴールド」
と「サルビア」の苗を配布しました。こ
の運動は、昭和63年から続けられてお
り、今回で20回目となります。

▼

　5月31日（木）、いづみ人権交流センターで長弓
定子さん・柏木春恵さんを講師に招き韓国料理教室
が開催され約20人が参加しました。
　香ばしい匂いに包まれながら、参加者はレシピを
参考に手際よく、3種類のチヂミを作りました。

▼

　6月1日（金）、山吹ふれあいセンターで歴史ロマ
ン講座が開催されました。同講座は、井手町に数多
くある有名な史跡の中から特に有名なものを取り上
げ、町の歴史に触れてもらう事を目的に全4回に分
けて開催されました。

▼

6月7日（木）、井手小学校の4年生45人が社会見学
として、井手浄水場を訪れました。
　普段飲んでいる水道の水がどのような形でつくられ
ているのか等、職員の説明を受けながら浄水場内の施
設を見学し、水の大切さを学びました。
　また「浄水場ができたのはいつですか」などの質問
があり、職員が答えると熱心にメモをとっていました。

▼

　6月8日（金）、町老人クラブ連絡協議会グラウンド
ゴルフ同好会（小川俊雄会長）主催のグラウンドゴル
フ大会が新四郎山グラウンドで行われました。
　約80人の参加者は、ＡチームとＢチームに分かれて、
8ホールを2回まわって順位を競いました。
　なお、順位（一部）は次のとおりです。（敬称略）
優勝　　長堀　慶子　準優勝　丸山　専
3位　　三木　みち子
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▼

　
　6月23日（土）、多賀小学校の体育館で、ＰＴＡ主
催による自転車安全点検が行われ、1５人の児童が参
加しました。
　この取り組みは、自転車の安全点検をとおして、正
しい乗り方や事故防止、交通安全の意識を高めてもら
うことを目的に開催されました。

　6月16日（土）、恒例のホタルまつりが南部親睦会
と南部ゲンジボタルを守る会の共催により谷川ホタル
公園で開かれました。
当日は、地元住民らによる模擬店が立ち並び、ミニコ
ンサートでは、小学生による演奏などが披露されまし
た。

▼
▼

　6月10日（日）、晴天の下、新四郎山グラウンドで、
第8回井手町長旗争奪少年野球大会が開幕しました。
　町内外から多数の参加があり、Ａの部8チーム、Ｂの
部5チーム、Ｃの部4チームの合計17チームが優勝め
ざして熱戦を繰り広げました。

　町では、この善意の寄付金を社会福祉基金に積み立てて、
今後の住民福祉に役立たせていただくことにしました。

▼

　6月10日（日）、山城勤労者福祉会館にて井手町体育
協会主催（奥田武彦会長）の町民バレーボール大会が行
われ、男子の部5チーム、女子の部8チーム、約180人
が参加して行われました。
　開会後、小学生とのデモンストレーションが行われま
した。優勝は、男子の部「高月区チーム」女子の部「南
部・北部チーム」でした。

▼

　6月14日（木）、町 チ ャ リ
ティーゴルフ大会実行委員会
（山田仁会長）から『社会福祉に
役立てて下さい』と30万円の寄
付がありました。
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田んぼや畑は大忙し！

　6月1日（金）、井手小学校の2年生43人が、生
活の授業の一環として「学校農園」にサツマイモ苗の
植付と水やりを行いました。

　6月13日（水）、多賀保育園児45人が、園庭隣り
にある木田昭徳さんの畑で出来た玉ねぎ・じゃがいも
の収穫体験を行いました。

▼

　6月12日（火）、老人クラブのメンバーらが丹精込
めて作ったじゃがいもを収穫しました。
　老人クラブ連絡協議会（二木昭男会長）では、高齢
者の生きがい対策事業の一環として『健康』、『友愛』、
『奉仕』をテーマとした活動に取り組んでいます。
　収穫された約40箱分の“新じゃが”は、デイサー
ビスセンターやいでの里をはじめ、近隣市町の老人福
祉施設などにプレゼントされました。

　6月6日（水）、晴天の下、井手小学校の5年生68
人が中坊陽さんの田んぼで、田植え体験を行いました。
　この体験は、上井手地域資源保全会（中坊陽代表）の
取組みとして、環境教育の啓発、普及事業の一環とし
て行われたもので、10月ごろに収穫する予定。

　6月20日（水）、多賀小学校の5・6年生38人が
田植えを体験しました。
　総合学習の時間を利用して、岡本康隆さんの田んぼ
を借りて行いました。
　収穫時期の10月まで草刈り等を行う予定。



2007-7広報いで１１７

京都府地域力再生プロジェクト事業スタート！！
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
投
票
日
は
7
月
　
日（
日
曜
日
）

29

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
７

月
　
日
に
公
示
さ
れ
７
月
　
日
が

１２

２９

投
票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

選
挙
は
国
政
を
任
せ
る
私
達
の
代

表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
棄

権
し
な
い
で
、
よ
く
見
、
よ
く
聞

き
、
よ
く
考
え
て
必
ず
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

【
投
票
で
き
る
人
は
】

　
今
回
の
選
挙
に
投
票
資
格
が
あ

る
人
は
、
昭
和
　
年
７
月
　
日
以

６２

３０

前
生
ま
れ
、
投
票
日
当
日
　
歳
以

２０

上
に
な
っ
て
い
る
方
で
す
。
ま

た
、
平
成
　
年
４
月
　
日
ま
で
に

１９

１１

町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
、
投
票

日
に
お
い
て
も
引
き
続
い
て
在
住

さ
れ
て
い
る
方
は
、
井
手
町
で
投

票
が
で
き
ま
す
。

【
投
票
所
入
場
券
及
び
選
挙
公
報

の
配
布
】

　
投
票
所
入
場
券
の
配
布
に
つ
き

ま
し
て
は
、
選
挙
人
一
人
に
一

枚
、
郵
便
は
が
き
に
て
、
ご
家
庭

に
お
届
け
し
ま
す
。
投
票
日
当
日

ま
で
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
選
挙
公
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
区
の
隣
組
よ
り
配
布

し
ま
す
。

【
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に
】

　
７
月
　
日
（
日
）
の
投
票
日
に

２９

は
、
次
の
こ
と
を
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

◎
入
場
券
に
指
定
さ
れ
た
投
票
所

以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◎
投
票
所
に
行
く
と
き
は
、
入
場

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も

し
、
お
忘
れ
に
な
っ
た
時
は
、
そ

の
旨
を
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
、
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

【
投
票
の
仕
方
】

◎
参
議
院
京
都
府
選
挙
区
選
出
議

員
選
挙
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
投

票
用
紙
（
薄
い
黄
色
）
に
記
入
し

て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
は
名
簿
登
載
者
の
氏
名
又
は
、

参
議
院
名
簿
届
出
政
党
の
名
称
若

し
く
は
略
称
を
投
票
用
紙（
白
色
）

に
記
入
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
投
票
の
順
序
は
、
参
議
院
京
都

府
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
を
先

に
行
い
、
参
議
院
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
の
投
票
を
後
で
行
い
ま

す
。

【
代
理
・
点
字
投
票
は
】

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
を
記
載

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
代
理
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
代
理
投
票

制
度
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
投
票

日
の
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
申

出
て
く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補

助
者
が
決
め
ら
れ
、
投
票
の
代
理

を
し
ま
す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由

な
方
に
は
、
点
字
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。
遠
慮
な
く
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

　
７
月
　
日
に
次
の
理
由
に
よ

２９

り
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な

い
と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め
に
、

期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
合
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
投
票
日
当
日
、
職
務
に
従
事

中
で
あ
る
と
き
。

２
　
何
ら
か
の
用
事
の
た
め
、
旅

行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
場
合

（
た
と
え
ば
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い

物
な
ど
の
私
用
で
投
票
区
の
区
域

外
に
い
る
よ
う
な
場
合
。）

３
　
投
票
日
当
日
、
出
産
、
手
術
、

身
体
の
障
害
等
で
歩
く
こ
と
が
困

難
で
あ
る
場
合
で
す
。

◎
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
７
月
　
日
（
公
示
の
翌
日
）

１３

か
ら
７
月
　
日（
投
票
日
の
前
日
）

２８

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
時

間
は
土
・
日
曜
日
を
含
め
て
午
前

８
時
　
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の

３０

間
、
役
場
１
階
期
日
前
投
票
所

で
、
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　
７
月
　
日
の
投
票
日
に
、
都
道

２９

府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
中
の
方
、
ま
た
、
身
体

障
害
者
更
生
援
護
施
設
に
入
所
中

の
方
は
、
選
挙
当
日
、
投
票
に
行

け
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め

に
、
投
票
日
の
前
で
も
病
院
施
設

等
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間
は
、
７
月
　
日
（
公
示
の

１３

翌
日
）
か
ら
７
月
　
日
（
投
票
日

２８

の
前
日
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
病
院
や
老
人
ホ

―
ム
等
又
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
井
手
町
以
外
の
市
区
町
村
で
不

在
者
投
票
を
す
る
と
き
】

１
　
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
滞
在
地
の
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
宣
誓

書
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
に

投
票
日
当
日
（
７
月
　
日
）
に
、

２９

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い

理
由
に
○
を
付
け
井
手
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
、
直
接
ま
た
は
郵
便

で
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

２
　
請
求
を
受
け
た
選
挙
管
理
委

員
会
は
、
投
票
用
紙
、
不
在
者
投

票
用
封
筒
お
よ
び
封
筒
に
入
れ
封

を
し
た
「
不
在
者
投
票
証
明
書
」

を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
「
不
在
者

投
票
証
明
書
」
の
封
筒
は
決
し
て

開
封
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
開
封

さ
れ
る
と
不
在
者
投
票
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

３
　
交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
等
を

持
っ
て
滞
在
地
な
ど
の
市
区
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
示
に
従
っ

て
投
票
し
ま
す
。

４
　
不
在
者
投
票
を
受
け
付
け
た

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

あ
な
た
の
不
在
者
投
票
を
す
ぐ
井

手
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
し

ま
す
が
、
投
票
所
閉
鎖
時
刻
ま
で

に
到
着
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま

す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
郵
便
等
投
票
制
度
】

　
選
挙
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
・
介
護
保
険
の
被

保
険
者
証
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
そ
の
障
害
・
傷
病
・
要
介
護
状

態
区
分
の
程
度
が
一
定
以
上
で
あ

る
場
合
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委

員
会
へ
交
付
申
請
を
行
い
郵
便
等

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お

き
、
そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票

用
紙
を
請
求
し
、
郵
便
等
に
よ
り

自
宅
で
投
票
す
る
方
法
で
す
。

　
身
体
の
障
害
の
状
態
が
別
表
１

に
該
当
す
る
方
は
郵
便
投
票
制
度

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
郵
便
等
投
票
に
お
け
る
代
理
記

載
制
度
】　

　
郵
便
等
投
票
の
対
象
者
で
、
別

表
２
の
要
件
に
も
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
届
出
を
し
た
代
理
人
１
人

（
選
挙
権
を
有
す
る
人
）に
投
票
に

関
す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
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受給者証の更新日程

障害の程度該当する障害種別

1級・2級両下肢・体幹・移動機能

身体障害者手帳 1級・3級心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸

1級から3級免疫

特別症項から第2症項両下肢・体幹
傷病者手帳

特別症項から第3症項心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸

要介護5介護保険証

以
上
が
不
在
者
投
票
の
あ
ら
ま
し

で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
大

切
な
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
よ
う

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

【
開
票
は
井
手
町
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
で
】

開
票
事
務
は
、
投
票
日
当
日
、
午

後
８
時
　
分
か
ら
井
手
町
自
然
休

４５

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
井
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

１
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。　

あ
な
た
の
投
票
所
は

別表１

煙身体障害者手帳の交付を受けている方

　上肢または視覚の障害の程度が1

級

煙戦傷病者手帳の交付を受けている方

　上肢または視覚の障害の程度が

特別項症から第2項症まで

別表２

区域投票所の施設名投票所名

石垣、水無、高月井手小学校体育館第1投票所

上井手、有王上井手区公民館第2投票所

東部、西部、北部多賀小学校体育館第3投票所

南部南部公民館第4投票所

玉水玉水公民館第5投票所

北、南いづみ人権交流センター第6投票所

井
手
町
長
選
挙
の
日
程
決
ま
る

告
示
日
　
 

８
月
７
日

投
票
日
　
 

８
月
　
日
１２

　
井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

は
、
井
手
町
長
の
任
期
満
了
（
８

月
　
日
）
に
伴
う
選
挙
日
程
を
次

２６
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

◇
告
示
日

　
８
月
７
日

　
立
候
補
届
出
受
付

（
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
ま
で
）

◇
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　
８
月
８
日
～
　
日
ま
で

１１

（
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時
ま
で
）

◇
投
票
日
・
開
票
日

　
８
月
　
日
１２

◎
立
候
補
予
定
者
等
に
対
す
る
説

明
会
　
井
手
町
長
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
等
に
対
す
る
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人

お
よ
び
関
係
者
は
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
　
説
明
会
で
は
、
選
挙
の
主
要
事

務
日
程
、
選
挙
運
動
、
届
出
書
類

等
、
立
候
補
に
関
し
て
の
必
要
事

項
を
説
明
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）
午
後
１

１２

時
半
か
ら

場
所
／
井
手
町
役
場
 ３
階
会
議

室

場　　　所日　　　　　時地区名

福祉課午前9時～午後1時7月25日（水）

玉水区

水無区

高月区

福祉課午前9時～午後1時7月26日（木）

上井手区

田村新田区

石垣区

いづみ人権
交流センター

午前9時～午後1時
7月27日（金）

北区

午後2時半～4時南区

西部公民館午前9時～午後1時7月30日（月）

東部区

西部区

北部区

南部公民館午後2時半～4時7月30日（月）南部区

福
祉
医
療
受
給
者
証
等
の
申
請
の
時
期
が
き
ま
し
た

　「
福
祉
医
療
受
給
者
証
」「
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
対
象
者

証
」「
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
受
給
者

証
の
申
請
時
期
が
き
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
該
当
と
思
わ
れ

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
書
等
を
送
付
し
ま
す
。）

(
)

　
な
お
、
今
回
交
付
す
る
福
祉
医
療
受
給
者
証
 老
人
医
療
 、
重
度
心
身

障
害
老
人
健
康
管
理
事
業
、
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

２０

３１

※
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
民
生
部
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６
５
）
ま
で

８２

寒 刊苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅
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日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療

〈内科・小児科〉
京田辺市休日応急診療所
診療受付時間：午前８時３０分～午後２時３０分

TEL ０７７４-６３-２６６２

　「奏～かなで～」は、音楽が大好きなものが集い、井手町で
ヒーリングミュージック（癒し系音楽）を奏でる発信源とな
ることをめざしているグループです。
　６月３日（日）には、１周年を記念してコンサートを開催
しました。
　「ふるさと」や「花咲く旅路」など、全９曲を演奏。また、
小さなお子さんにも楽しんでもらおうと、ペープサートを使
った紙芝居で「あめふりくまのこ」も披露しました。
　これからも、毎月１回椿坂にて演奏する予定ですので、皆
さんのご来場をお待ちしています。次回は、８月５日（日）
午後１時半から行う予定です。

奏～かなで～

まちづくり協議会団体紹介

●ＯＰＥＮ 午前９時～午後５時
●休館日 毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください

（脇本和弘代表）

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
変
更
の
お
知
ら
せ

　
京
都
府
で
は
、
保
険
診
療
に
よ

る
不
妊
治
療
に
加
え
、「
体
外
受
精

及
び
顕
微
授
精
」
を
受
け
ら
れ
た

御
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
そ
の
治
療
に
か
か
っ

た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
次
の
よ
う
に

１９

改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。　
　
　

　
助
成
額
を
「
１
年
度
当
た
り
　１０

万
円
を
限
度
」
か
ら
「
１
回
の
治

療
に
つ
き
　
万
円
ま
で
を
、
１
年

１０

度
当
た
り
２
回
を
限
度
」
に
改
正

　
所
得
制
限
額
は
、
前
年
の
所
得

が
「
６
５
０
万
円
未
満
（
夫
婦
合

算
）」
か
ら
「
７
３
０
万
円
未
満

（
夫
婦
合
算
）」
に
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。
　
な
お
、
本
年
度
（
平
成
　
年
度
）

１９

の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

対
象
は
、
治
療
の
終
了
日
が
平
成

　
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
３

１９

２０

月
　
日
の
方
が
対
象
で
、
そ
の
申

３１
請
期
限
は
治
療
終
了
年
度
内
と
な

っ
て
お
り
、
平
成
　
年
３
月
ま
で

２０

に
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

<

 
不
妊
に
関
す
る
相
談>

 

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

℡
（
０
７
５
‐
２
５
３
‐
６
１
８

０
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

<

 
お
問
合
せ
先>

 

京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

℡
（
　
‐
５
７
４
５
）

６３

京
都
府
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援

担
当

℡
（
０
７
５
‐
４
１
４
‐
４
５
８

２
）

井
手
町
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
（
　
‐
３
３
８
５
）

８２

<
>

 
申
請
手
続
き
 
　

京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

及
び
井
手
町
保
健
セ
ン
タ
ー

脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋
無
力

症
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談

と
指
導
・
助
言
　

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構
南
京
都
病
院
　
　
　
　

診
療
部
長
　
杉
山
　
博
　
医
師
　

定
員
／
６
名
　
　
　
　
　
　
　
　

申
込
先
／
７
月
　
日
（
水
）
か
ら

１１

受
け
付
け
ま
す
。

京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

健
康
担
当
（
℡
　
‐
５
７
４
５
） 

６３

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

京
都
府
山
城
北
保
健
所
難
病

相
談
（
神
経
系
）
に
つ
い
て

日
時
／
７
月
　
日
（
火
）
午
後
１

３１

時
～
３
時
半

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
　
 

対
象
者
／
神
経
系
難
病
及
び
そ
の

疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族
　
　

＊
神
経
系
難
病
と
は
・
・
・
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
、
多
発
性
硬
化
症
、

＊お問い合わせは、井手町まちづくり協議会事務局
（役場企画財政課内　℡８２－６１６２）



2007-7広報いで１１１１

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

　
今
回
は
、
学
力
向
上
の
た
め
の
学
校
図
書
の
充

実
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
と
確
か
な
学
力
の
基

盤
づ
く
り
の
た
め
に
は
読
書
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
井
手
町
で
は
独
自
に
予
算
措
置
を
行

っ
て
、
町
内
小
中
学
校
の
蔵
書
を
大
き
く
増
や
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
年
度
中
に
約
７
０
０
０

冊
の
図
書
を
新
た
に
購
入
し
て
、
町
内
３
校
の「
図

書
整
備
率
（
注
）
の
１
０
０
％
達
成
」
を
図
り
ま

す
。

　
現
在
、
小
中
学
校
に
は
町
図
書
館
か
ら
司
書（
協

力
員
）を
派
遣
し
て
お
り
、
学
校
図
書
館
の
整
備
や

本
の
紹
介
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
学
校
図
書
の
充
実
に
よ
っ
て
、
新

し
い
本
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
図
書
館
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

　
井
手
小
・
多
賀
小
・
泉
ヶ
丘
中
の
各
校
で
は

「
朝
の
読
書
」
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
読
書
活
動
は
年
々
活
発
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
図
書
の
充
実
に
よ

っ
て
、
授
業
の
中
で
調
べ
学
習
な
ど
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う

し
た
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
リ
テ
ラ

シ
ー
（
学
び
方
や
学
ぶ
力
）
を
身
に
つ
け
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
学
校
図
書
の
充
実
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
読
書
活
動
が
さ
ら
に
充
実
し
、
豊

か
な
心
と
学
力
の
充
実
・
向
上
へ
と
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
注
）
図
書
整
備
率
･･･文
部
科
学
省
が
学
級

数
を
基
準
に
設
定
し
て
い
る
「
学
校
図
書
館

図
書
の
標
準
冊
数
」
に
対
す
る
達
成
率
。

教育の窓

第４回井手町人権啓発コンクール

ポスター・標語を募集します
　井手町では、人権啓発活動の一環として、第４回井手町人権啓発コンクールを開催し、「人権ポスター」及び「人権標
語」を募集します。同和問題をはじめ、女性問題、子どもの問題、障がい者問題など、さまざまな人権問題への思いを、
ポスターと標語で表現してください。応募作品は、人権啓発のイベントで展示発表するほか、優秀作品は人権啓発物品に
も使用します。みなさん、ふるって応募してください。

◇応募資格　　 井手町在住または在勤の方
◇テ ー マ　　 人権の大切さを表す内容のもの
◇応募方法　　 ポスター
　　　　　　　　 ひとり一点とします。四つ切り画用紙（縦･横自由）で着色画材は自由です。
　　　　　   　　 裏面に、名前・年齢（小中学生の場合は学校名と学年）、住所、電話番号を 記入してください。
　　　　　　　 標　　語
　　　　　　　　 ひとり一点とします。名前・年齢（小中学生の場合は学校名と学年）・住所・電話番号を記入してください。
◇提 出 先　　 いづみ人権交流センター　※標語はＦＡＸ（82－4112）でも受け付けます。
◇締め切り　　 ９月１８日（火）
◇そ の 他　    ・応募作品の著作権及び使用権は主催者に帰属するものとします。
　　　　　       ・応募作品は返却しません。
　　　　　       ・応募作品についての個人表彰は行いません。
　　　　　       ・作品を応募していただいた方全員に参加賞を贈ります。
＊お問い合わせは、いづみ人権交流センター（TEL 82－3380）まで
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ま
す
。
当
日
は
、
Ｏ
Ｂ
戦
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん
、
野
球
少
年
に
戻
っ
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
？
当
日
は
、
晴
天
・
雨
天
に
か
か

わ
ら
ず
昼
食
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雨
天
の
場
合
は
記
念
式
典
の
み
を
石
垣

区
公
民
館
に
て
行
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～

２９

場
所
／
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
の
時
は
午
前
　
時
半
～
、
石
垣
区
公
民
館
）

１０

 
井
手
町
子
ど
も
見
守
り
隊

～
子
ど
も
を
守
ろ
う
私
た
ち
の
手
で
！
～

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
町
の
実
現
に
「
地
域
の
力
」
が
少
し
で
も
役
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
、「
見
守
り
、
声

か
け
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
井
手
町
両
学
区
併
せ
て
、
２
１
０
余
名

の
見
守
り
隊
員
を
擁
し
、
子
ど
も
に
対
す
る
関
心

も
大
変
強
い
町
と
い
え
ま
す
。「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
黄
色
い
ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
を
さ
げ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
隊
員
の
登
録
は
い
つ
で
も
可
能
で
す
の
で
、
教

育
委
員
会
（
℡
　
‐
４
３
３
３
）
ま
で
ご
一
報
く

８２

だ
さ
い
。

万
灯
呂
山
展
望
台
の
夜
間
閉
鎖
に

つ
い
て

　
万
灯
呂
山
展
望
台
は
、
山
城
地
域
一
帯
が
見
渡

せ
る
観
光
名
所
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
年
々
訪
れ

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
同
展
望
台
は
、
高
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
水
利
も

７
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
２
期
納
期
限
で
す

な
く
、
一
度
火
災
に
な
れ
ば
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
な
る
た
め
、
展
望
台
に
は
『
火
気
厳
禁
』

の
看
板
を
設
置
し
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
消
防
団
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
部
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
た
ち

に
よ
る
花
火
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
行
為
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
消
防
署
や
消
防
団
そ

し
て
警
察
ま
で
も
出
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に

は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
終
わ
っ
た
後
に
、
花
火
を
す

る
悪
質
な
者
ま
で
い
る
始
末
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
同
展
望
台
を
適
切

に
管
理
す
る
こ
と
は
限
度
が
あ
る
た
め
、
次
の
と

お
り
夜
間
を
閉
門
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◆
夜
間
の
閉
門
期
間

７
月
　
日
（
金
）
～
８
月
　
日
（
金
）

２０

３１

◆
閉
門
時
間

午
後
５
時
～
午
前
９
時

煙
但
し
８
月
　
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て

１５

は
午
後
　
時
～
午
前
９
時

１０

　
な
お
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
早
く
閉
門
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
万
灯
呂
山
展
望
台
に
限
ら
ず
、
谷
川
ホ
タ
ル
公

園
な
ど
の
公
園
も
『
火
気
厳
禁
』
で
す
。

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
突
然
の
け
が
や
病
気
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
き

る
か
予
測
出
来
ま
せ
ん
。

　
心
筋
梗
塞
な
ど
の
際
に
見
ら
れ
る
心
室
細
動

（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）
は
、
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ

ク
）
を
行
う
の
が
１
分
遅
れ
る
度
に
７
～
　
％
の

１０

割
合
で
救
命
率
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
突
然
の
状
況
に
対
処
す
る
為
に
は

救
命
手
当
の
知
識
が
必
要
で
す
。

　
誰
も
が
簡
単
に
出
来
る
心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）の
講
習
会
で
す
の

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
ご
協
力
を

「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行
 助
け
よ
う
立
ち
直
り
」

　
７
月
１
日
か
ら
　
日
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

３１

運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
昭
和
　
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
　

２６

５７

回
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
皆
さ
ん
も
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
井
手
地
区
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
実
施

委
員
会
で
は
、
７
月
　
日
（
木
）
に
町
内
で
の
広

１９

報
活
動
に
取
り
組
み
、
玉
水
駅
、
山
城
多
賀
駅
で

街
頭
啓
発
を
行
う
予
定
で
す
。

井
手
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
井
手
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
創
部
　
年
を
記
念
し
て
、「
井

３０

手
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
　
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
致
し

３０

で
積
極
的
に
参
加
し
救
命
手
当
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

日
時
／
８
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
８
月
４
日
（
土
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２ス

ポ

ー

ツ

【
夏
季
軟
式
野
球
大
会
】

日
時
／
７
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

１５

場
所
／
有
王
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で
 

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
火
）

１８

２４

　
　
／
８
月
１
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
７
月
　
日
（
土
）

２１

　
　
／
８
月
４
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１４

２８

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で
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【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１３

２７

　
　
／
８
月
　
日
（
金
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１３

１０

１１

　
　
／
７
月
　
日
（
金
）・
８
月
　
日
（
金
）
午
前

２７

１０

　
　
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
月
）

１２

２３

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

《
手
芸
教
室
（
ビ
ー
ズ
）》

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）・
７
月
　
日
（
木
）

１９

２６

　
　
／
８
月
８
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

《
陶
芸
教
室
》

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）

２５

　
　
／
８
月
１
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
　
時
１１

《
人
権
学
習
（
ビ
デ
オ
）》

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～
正
午
、

１３

１１

午
後
３
時
～
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

【
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）

１１

１８

２５

　
　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

１５

４５

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
】

日
時
／
７
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１７

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

７
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２７

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）

１８

　
　
／
８
月
８
日
（
水
）

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）

１１

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
７
月
　
日
（
火
）

２４

　
　
／
８
月
７
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会
】

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

１２

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

【
玉
川
大
学
開
講
式
】

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
 

（
役
場
だ
よ
り
で
は
７
月
　
日
と
掲
載
し
ま
し
た

２７

が
、
日
程
変
更
と
な
り
ま
し
た
。）

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）

２０

　
　
／
８
月
３
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
布
ぞ
う
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
》

日
時
／
７
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１８

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）

１２

　
　
／
８
月
９
日
（
木
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
８
月
２
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

日
時
／
７
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２６

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
②
】

日
時
／
７
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１３

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
８
月
６
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
　
・
３
・
５
か
ら
Ｈ
　
・
５
・
６
生
ま
れ

１９

１９

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
７
月
　
日
（
月
）

２３

　
　
／
８
月
６
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
７
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２３

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
７
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時

２４

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
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☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
７
月

◆
一
般
書

「
ロ
ス
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
」 

桂
美
人

「
小
美
代
姐
さ
ん
愛
縁
奇
縁
」 群
よ
う
こ

「
明
日
こ
の
手
を
放
し
て
も
」 
桂
望
実

「
永
遠
の
と
な
り
」 

白
石
一
文

「
壊
れ
た
光
、
雲
の
影
」 

片
山
恭
一

「
ラ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」 

秦
建
日
子

「
ラ
ン
ナ
ー
」 

あ
さ
の
あ
つ
こ

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
７
月
・
８
月
の
休
館
日

７
月
　
・
　
・
　
・
　

１７
２３
２６
３０

８
月
 ６
・
　
・
　
・
　
・
　

１３
２０
２７
３０

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

◆
児
童
書

「
チ
リ
と
チ
リ
リ
は
ら
っ
ぱ
の
お
は
な

し
」（
チ
リ
と
チ
リ
リ
の
え
ほ
ん
４
）

 

ど
い
か
や

「
と
ん
か
ち
く
ん
と
の
こ
ぎ
り
く
ん
」

 

渡
辺
有
一

「
み
ー
ん
な
、
か
め
」

 

ふ
く
だ
あ
つ
こ

「
友
だ
ち
に
な
れ
る
と
い
い
な
」

 

ガ
リ
ト
・
フ
ィ
ン
ク

「
森
の
こ
ず
え
ち
ゃ
ん
」 

 

松
居
ス
ー
ザ
ン

☆
７
月
・
８
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

７
月
　
日
（
土
）

１４

８
月
　
日
（
土
）

１１

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

７
月
　
日
（
土
）

２１

午
後
２
時
か
ら

女性の品格
坂東眞理子
女性上位の時代だからこそ、
従来の男性とは異なる価値観、
よき女性らしさを、職場や家
庭に持ち込んでほしい。ビジ
ネスから装い方、話し方、恋
愛にいたるまで、女性として
の振舞い方を具体的にアドバ
イス。

挑発者
東直己
現代のエスパーを自称する男
の欲望。華やかなクラブ・キ
ャストたちの闇の顔。その狂
気が生み出すものは？  人を
欺くために、自分を欺く。偽
りの貌と心を手に入れた者は、
いったい何を求めるのか？  
私立探偵・畝原シリーズ。

おさるのおいかけっこ
いとうひろし
ぼくはおさるです。南の島で、
みんなと仲良く暮らしていま
す。ぼくらはみんな同じおさ
るなので、自分と他のおさる
の区別がつきません。ある日、
ぼくがカエルを追いかけてい
ると、みんなも後から追いか
けてきて…？

クワガタムシ
日高敏隆
大あごの形のかっこよさに人
気が高いクワガタムシ。生活
のほとんどを木にたよってい
るため、森や林にすんでいま
す。そこでの生活、からだの
仕組み、幼虫からサナギの時
代を経て成虫になるまでの様
子を写真で紹介します。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
　
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
年
金
は
　
年
納
付

２０

２５

す
れ
ば
も
ら
え
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、　

歳
に

３５

な
っ
て
か
ら
納
付
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
。

Ａ
　
老
齢
基
礎
年
金
は
、　

歳
に
な
る
ま
で
に
最

６０

低
　
年
間
保
険
料
を
納
め
る
か
、
保
険
料
が
免
除

２５
さ
れ
て
い
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

を
　
歳
に
な
っ
て
か
ら
納
め
れ
ば
い
い
と
考
え
る

３５
の
は
大
変
な
間
違
い
で
す
。
も
し
も
、
途
中
な
ん

ら
か
の
都
合
で
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た

場
合
、
受
給
要
件
で
あ
る
　
年
を
満
た
す
こ
と
が

２５

で
き
ず
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
か

ら
で
す
。

　
さ
ら
に
、
国
民
年
金
に
は
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
と
い
っ
た
年
金
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
は
保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
保

険
料
が
免
除
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
国
民
年
金
が
国
内
に
住
所
を
有
す
る
　
歳
２０

か
ら
　
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
に
加
入
を
義
務
づ

６０

け
て
い
る
の
は
、
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
が
年

金
の
費
用
と
し
て
ま
か
な
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
若
く
て
働
け
る
う
ち
か
ら
保

険
料
を
納
め
、
年
金
世
代
の
生
活
を
支
え
て
い

く
、
そ
う
し
た
世
代
と
世
代
の
相
互
扶
助
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
制
度
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
、
保

険
料
を
納
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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ごみ収集日程表（7月11日～8月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２‐６１６６）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧７月１７日

８月７日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨７月１８日
８月８日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩７月１９日
８月９日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪７月２０日

８月１０日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫７月２３日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬７月２４日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭７月２５日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮７月２６日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL８２‐６１６６）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エア

コン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

７月１８日

８月１日

７月１１日

７月２５日

８月８日

７月１２日

８月９日
８月２日７月１９日７月２６日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

７月１１日

７月２５日

８月８日

７月１８日

８月１日

７月１３日

８月１０日
８月２日７月２０日７月２７日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

７月１１日

７月２５日

８月８日

７月１９日

８月２日

７月１２日

８月９日
７月２６日７月１８日８月１日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



住 民 カ レ ン ダ ー
行　　　　事曜月日

〈
婚
姻
〉

育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）
シェイプアップ体操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水７/１１
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
町長選挙立候補予定者等説明会（午後１時半～、役場３階会議室）

木１２

大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習【ビデオ】（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
マタニティースクール②（午後１時半～３時半、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）

金１３

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

土１４

夏季軟式野球大会（午前８時半～、有王住民グラウンド）日１５
月１６

いづみふれあい学級（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火１７
育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
生き生きふれあいサロン【布ぞうりを作りましょう】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
シェイプアップ体操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水１８

手芸教室【ビーズ】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木１９
玉川大学開講式（午後１時半～３時、自然休養村管理センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金２０

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、南谷川）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土２１

日２２
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

月２３

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火２４

陶芸教室（午前９時半～１１時、いづみ人権交流センター）
シェイプアップ体操教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水２５
ダイエット教室（午後１時半～３時、保健センター）
手芸教室【ビーズ】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木２６
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）

金２７

IDEゆうゆう水泳教室（午前９時半～、井手小）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土２８
IDEゆうゆう水泳教室（午前９時半～、井手小）
井手ジャガーズ創部３０周年記念式典（午前９時半～、新四郎山グラウンド）日２９
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）月３０

火３１
無火災デー防火パレード
陶芸教室（午前９時半～１１時、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

水８/1

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）木２
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）

金３

IDEゆうゆう水泳教室（午前９時半～、井手小）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土４
IDEゆうゆう着衣水泳教室（午前９時半～、井手小）日５
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）
乳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月６

町長選挙告示日
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）火７
育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
手芸教室【ビーズ】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）水８
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木９
IDEゆうゆう空手道教室（午前１０時～、井手小）
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金１０

まちのカレンダまちのカレンダーー
（7月11日～8月10日）

電話番号名　　称
0774－82－2001    代 表 番 号井手町役場
0774－82－6161総　務　課

総　務　部 0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住　民　課

民　生　部 0774－82－6165福　祉　課
0774－82－6166衛　生　課
0774－82－6167建　設　課

事　業　部
0774－82－6168産　業　課
0774－82－6169水　道　課

上下水道部
0774－82－6170    下 水 道 課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

妻夫住所

人 長　 依子村田　 幸裕井手

届出人赤ちゃん住所

督 洋  右 
よう すけ

小 川井手

大 輔 直  翔 
なお と

藤 川多賀

ゆ か り 奏  生 
そ う

土 屋井手

正 峰 芽  以 
め い

石 川井手

出張徴収【多賀】

出張徴収【北・南】

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
出
産
〉

（５月２０日から６月１９日までの届出分・敬称略）

（５月２０日から６月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧

皆さんご存知ですか

役場庁舎内の電話が直通に

なりました。




